
 

 

  

 

 

 

 

第6学年「じゃがいもを選ぼう」 

―消費者市民になろう！－ 
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小学校家庭科消費者教育教材 



 

 

１．教材の内容と授業実践例 

（１）キット教材②「じゃがいもを選ぼう」 

１） キット教材一覧 

■ 指導案・教材一覧 

教材 サイズ 数量 使用方法 

指導案・教材一覧 A3 1枚 授業の流れと教材セッ

トを確認 

 このキットには、教師用と児童用・グループ用の教材が入っています。子供が書き込んで使用する

ものは、必要に応じて印刷してください。付属のＣＤ（Ｐ.37 参照）には、全ての教材のデータが入

っているので、指導する子供の実態に応じて変更して使用することもできます。 

 

■ 教師用 

教材 サイズ 数量 使用方法 

じゃがいも写真 ６T1 

 

 

 

A4 5点 

1セット 

板書用（マグネット

付） 

価格カード ６T２ 

 

 

 

 

 

 

A4横長

半分 

5点 

1セット 

板書用（マグネット

付） 

情報カード（ＰＯＰ）６T３ 

 

 

 

A4 5点 

1セット 

板書用（マグネット

付） 

情報カード（キーワード）６T４ 

 

 

 

 

Ａ4 2点 

1セット 

板書用（マグネット

付） 

 



 

 

■ 児童用・グループ用 

教材 サイズ 数量 使用方法 

ワークシート ６C１ 

 

 

 

 

A4 1点 児童配布。印刷して

使用。 

じゃがいも写真 ６C2 

 

 

 

A6 5点 

10セット 

グループ配布。1 セ

ットごとにリングを

つけて活用。 

話し合いシート ６C３ 

 

 

 

 

Ａ３ 1点 グループ配布。印刷

して使用。 

情報カード ６C４  A6（2点） 

A4（1点） 

3点 

10セット 

グループ配布。 

（下記使い方参照） 

 

※教材のデータはＣＤにあります。詳細はＰ.37参照 

 

 

 情報カードの使い方 

情報カードは、じゃがいもの量、有機ＪＡＳ、お店の様子の3点あり、グループ活動の中で子供たち

の中から、これが知りたいと希望があった場合に、対応した内容のカードをわたします。全てのグル

ープに一斉にはわたしません。お店の様子のカードは、どのお店のどこに何の情報があるかを見せる

ためのカードです。それぞれ違うお店の設定です。このお店を自宅からの移動距離など設定して考え

ることも可能です。 

 

 

  



 

 

２） 第 6学年家庭科学習展開例 
                                                         
１ 題材名  くふうしようおいしい食事  

２ 題材目標 

  ○ １食分の食事のとり方に関心をもち、栄養を考えた食事のとり方をしようとしている。 

                                              （家庭生活への関心・意欲・態度） 

○ 米飯を中心とした３つのグループの食品のそろった１食分の献立について考えたり、自分なりに工夫し

たりしている。                                              （生活を創意工夫する能力） 

○ 購入しようとする物の品質や価格、産地などの情報を活用し、目的に合った物の選び方について考え

ることができる。                                            （生活を創意工夫する能力） 

○ 材料や目的に応じたゆで方やいため方ができる。                            （生活の技能） 

○ 栄養のバランスのよい１食分の献立の立て方や材料や目的に応じたゆで方やいため方について理解

している。                                           （家庭生活についての知識・理解） 

３ 学習計画（１１時間） 

時 学習活動 評価 

１・２ 〇バランスのよい献立の立て方を知り、１食分の献

立を考える。  

関 毎日の食事に関心をもち、１食分の献立を

立てようとしている。 

３ 〇自分が立てた献立の栄養のバランスを確かめる。 理 栄養のバランスを考えた１食分の献立の立

て方について理解している。 

４ 〇じゃがいもの皮のむき方を練習し、いろいろなじ

ゃがいも料理の調理の仕方を知る。 

理 じゃがいもの調理の特性と目的に応じたゆ

で方やいため方について理解している。 

５ 

 

〇じゃがいも料理の調理計画を立てる。 

 

 

創 自分の考えたじゃがいも料理に応じたゆで

方やいため方、調理手順について自分なり

に工夫している。 

６・７ 〇じゃがいも料理の調理実習をする。 技 自分の考えたじゃがいも料理に応じたゆで

方やいため方ができる。包丁を使ってじゃ

がいもの皮むきができる。 

８ 

本時 

◎じゃがいもを買うときの選び方について考える。 

 

 

創 じゃがいもの品質や価格、産地などの情

報を活用し、目的に合った物の選び方に

ついて考えることができる。 

９・10 〇家族のために作る１食分の献立を考えグループ

で話し合ったり、見直したりする。 

創 栄養のバランスや食品の組み合わせ、

家族の好み、旬などを考え、１食分の献立

を工夫して考えている。 

11 〇家族と楽しく食事ができるように考える。 創 楽しく食事をすることについて考えたり、自

分なりに工夫したりしている。 

 

 

４ 本時の学習（８／１１時間） 

（１）目 標   じゃがいもの品質や価格、産地などの情報を活用し、自分の献立に合ったじゃがいもの選び方について考

えることができる。 

（２）準備物   キット教材②「じゃがいもを選ぼう」     

 

  



 

 

（３）本時の展開   

      ○ 学習活動    ・ 児童の発表等 ○支援   □ 評価 

１ 家庭で作るじゃがいも料理について確認する。  

                              <ワークシート６C１> 

  

２  めあてを確認する。 

  

 

 

３ どんなことを考えて選んだらよいか考える。 

・ 値段が安い方がいい。 

・ たくさん入っている物がいい。 

・ 三方原のじゃがいもがおいしいからいいと思う。 

  <じゃがいも写真６T１、価格カード６T２> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ グループごとに５つのじゃがいもそれぞれの選ぶ理由・選ば

ない理由を整理する。 

<じゃがいも写真６C２、話し合いシート６C３> 

<情報カード６C４> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 事前に家庭で実践するじゃが

いも料理についてワークシート

に記入しておく。 

 

 

 

○ 写真だけを提示して、じゃがい

もの違いに注目させる。必要があ

れば値段を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 黒板に提示したじゃがいもの写

真カードをグループにも配布し、

２グループ内の情報整理がスム

ーズに進められるようにする。 

 

〇 値段や産地については、別カ

ードを用意しておき、必要なグル

ープに配布することで必要な情

報を自分たちで考えながら整理

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じゃがいもの選び方について考えよう。 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

選ぶ理由 安い 120円 

新じゃが 

必要な量だけ

買うことがで

きる 

有機栽培 

安心 

 

安い 160円 三方原産 

選ばない 

理由 

大きさが 

ばらばら 

高い 

４個 200円 

高い 200円 

 

北海道産 高い 240円 

 



 

 

５ グループで整理したことをまとめ、料理の種類や人数によっ

て、どのじゃがいもを選ぶのがいいかクラス全体で意見を出し

合う。 

・ １つや２つのじゃがいもしか使わないときは、ばらで買うことがで

きる②がいいと思う。 

・ ①のじゃがいもは値段が安くていい。大きいじゃがいもだけを

使って、小さいじゃがいもは、別の料理に使うといい。 

・ 有機栽培のものはアレルギーなど気にする人にはいいと思う。 

                               <情報カード６T３> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 栄養教諭から給食の材料を購入するときの選び方について話

を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 自分が選ぶじゃがいもについてワークシートに記入する。 

・ うちは家族が多いし、たくさんじゃがいもを使うから安い物がい

いと思う。 

・ 有機栽培は少し値段が高いけれど、安心して食べられるからい

いと思う。 

・ バラで買うことができるから無駄がなくていい。 

・ 少し高いけど地元のじゃがいもを使って家の人においしいもの

を食べてもらいたい。 

 

８ 買い物をするときの物の選び方についてまとめる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

○ それぞれのじゃがいもの良 

さについて考えさせるためにいろ

いろな場面を設定して、「～の場

合はこれを選ぶとよい」というよう

に意見を出し合わせる。 

○ じゃがいもの情報を全体で共有

するため、グループの発表の内

容に応じて情報カードを掲示す

る。 

※ Ｐ.34の板書例を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 買う人や目的によって選ぶ視点

が異なることに気づかせるために

、栄養教諭が給食の材料購入の

際に気をつけていることを紹介す

る。（値段、地産地消、旬、安全

性など） 

 

※ 次ページに話の参考例を記載 

 

 

 
 

 

創 じゃがいもの品質や価 

格、産地などの情報を活用

し、自分の献立に合った物

の選び方について考えるこ

とができる。 

（発言、ワークシート） 

 

  

・物を買うときには、その商品のメリット・デメリットを考えて選ぶ

ことが大切。 

・値段だけでなく、品質についてもしっかり考えて選びたい。 

・無駄がないように、必要な量をしっかりと考えたい。 

・地産地消のことを考えて買い物をしていきたい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 食育を担う栄養教諭との連携 

 栄養教諭は、給食を通じて食育を行っています。身近にいる食のプロの方のお話を聞く機会を設け

るのは、この授業の理解を深めるのに非常に効果的です。 

今回の授業案では、給食の材料を選ぶときのポイントを話していただくことで、選択の際の多様な

視点に気づかせるようにしています。その他、給食でじゃがいもに限らず地元の食材を使った際に、 

「地元の食材を食べることの意味を話してもらう」 

「栄養教諭が家族の食材を選ぶ際の選び方を話してもらう」 

「農家の方と連携して、三方原のじゃがいもの特徴を紹介してもらう」 

など、授業と食べることをつなぐ学びを実践できると、消費者教育としてより効果的な授業になりま

す。 

 

 

 

 

 

  

―栄養教諭の話（例）― 

給食の献立を紹介しながら、５つのじゃがいもそれぞれを選ぶ場面について具体的に話をす

る。（じゃがいもの料理をいくつか写真で見せられるとよい。） 

 

〇じゃがいもは１年中給食に使っている。 

 多いときは、１週間に３回くらい使うこともある。 

〇じゃがいもは、料理によって使い分けることもある。 

 季節で料理がかわるため、料理に合わせてじゃがいもの大きさを選ぶことがある。 

〇春は、おいしい新じゃががあるので、少し高くても浜松産の物を選んでいる。 

 姿揚げにすることきは、一人１個で買う。 

〇使う量が少なく、お金がないときは、大きさがいろいろでも安い物を選ぶ。 

〇煮物にするときは、量をたくさん使うので、形や大きさをそろえないと調理員さんが大変

になってしまう。 

 少し高くても大きさが揃っている物を選ぶときもある。 

〇給食で使う食品は定期的に放射能や農薬について検査をしている。 

 安全な物をしっかりと使うように気をつけている。 



 

 

３）参考例 

教材開発の検証授業に使用したもののため、キット教材の内容と若干異なります。 

 ① 

話し合

いシー

ト 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※こちらは班単位で書き込むホワイトボードを活用している例です。話し合いシートでも

同じようにまとめさせます。 



 

 

② ワークシート 

    

 



 

 

 

 

  



 

 

③ 板書例 

 

  ■じゃがいもを選択する（情報活用・意思決定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■栄養教諭からの情報提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

              


